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海
第
十
一
号
の
作
品
に
つ
い
て

海
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
ニ
ュ
ー
ス
」
等

の
コ
ラ
ム
を
設
け
、
海
の
作
品
に
対
し
て
い
た
だ

い
た
批
評
や
感
想
等
の
内
容
の
要
旨
を
掲
載
し
、

同
人
個
々
の
参
考
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

第
十
一
号
（
通
巻
第
七
十
八
号
）
の
作
品
に
対

し
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
感
想
等
の
一
部
（
抄
）
を
、

左
記
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

御
意
見
等
を
い
た
だ
い
た
各
位
（
お
名
前
は

略
）
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
エ
ッ
セ
イ
の
部

上
水
敬
由
作
品
に
つ
い
て

「
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
」

・
宗
教
に
つ
い
て
の
日
欧
の
違
い
の
片
鱗
を
伺

わ
せ
、
面
白
い
。

原
千
里
作
品
に
つ
い
て

「
小
学
校
英
語
教
育
の
諸
課
題
─
教
科
化
を
め

ぐ
っ
て
─
」

・
同
感
。
現
段
階
で
の
教
科
化
に
は
疑
問
で
す
。

◇
詩
の
部

笹
原
由
理
作
品
に
つ
い
て

「
追
憶
ほ
か
」

・
幻
想
性
が
短
い
言
葉
の
中
に
凝
縮
さ
れ
、
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。

・
も
し
十
行
ぐ
ら
い
に
ま
で
広
げ
ら
れ
る
な
ら
、

世
界
が
よ
り
深
く
な
る
気
が
す
る
。

有
森
信
二
作
品
に
つ
い
て

「
あ
る
野
心
ほ
か
」

・
考
え
さ
せ
ら
れ
る
詩
で
す
。

◇
詩
と
画
の
部

鳥
井
ま
み
作
品
に
つ
い
て

「
話
っ
花
（
二
）
」

・
諧
謔
の
楽
し
さ
が
あ
り
、
絵
を
添
え
る
こ
と

で
相
乗
効
果
が
あ
る
。
言
葉
づ
か
い
を
今
一

つ
丁
寧
に
し
た
ら
、
よ
り
よ
い
の
で
は
。

◇
翻
訳
の
部

牧
草

泉
作
品
に
つ
い
て

・
継
続
し
て
ほ
し
い
。
表
現
も
よ
い
。

◇
評
論
の
部

原
千
里
作
品
に
つ
い
て

「
廣
瀬
淡
窓
と
そ
の
世
界
」

・
淡
窓
の
思
想
の
域
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容

の
展
開
を
、
今
後
期
待
す
る
。

小
山
多
由
美
作
品
に
つ
い
て

「
青
木
繁
と
の
旅
（
１
）
」

・
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
。
唐
津
の
風
景
や
温

も
り
が
伝
わ
る
。

◇
小
説
の
部

高
岡
啓
次
郎
作
品
に
つ
い
て

「
船
底
」
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

・
よ
く
書
け
て
い
る
。
特
に
「
船
底
」
の
細
部

の
表
現
は
、
的
確
で
臨
場
感
が
あ
り
、
目
線

に
ブ
レ
が
な
い
。

牧
草

泉
作
品
に
つ
い
て

「
あ
る
男
の
軌
跡
」
「
あ
る
男
の
気
が
か
り
」

・
哲
学
的
暗
喩
と
イ
メ
ー
ジ
に
彩
ら
れ
た
玄
人

向
け
の
気
の
利
い
た
作
品
で
あ
る
。

・
心
情
は
よ
く
書
け
て
い
る
。
文
学
的
セ
ン
ス

の
よ
さ
を
感
じ
る
。

・
前
号
の
「
百
年
の
ナ
グ
ネ
」
の
方
が
よ
い
。

有
森
信
二
作
品
に
つ
い
て

「
渓
流
の
眠
り
の
中
へ
」
「
離
陸
」

・
モ
チ
ー
フ
の
整
理
、
工
夫
が
ほ
し
い
。

・
何
を
伝
え
た
い
の
か
を
明
瞭
に
す
べ
き
。

・
「
幽
体
離
脱
」
な
ど
の
扱
い
に
は
、
説
得
力

を
持
た
せ
る
よ
う
注
意
す
べ
き
。

◇
海
の
全
体
に
つ
い
て

・
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
活
気
と
、
や
る
気

を
感
じ
る
。

・
高
質
の
作
品
が
揃
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

（
有
森
ま
と
め
）


